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NPO法人広域連携医療福祉システム支援機構
の目指す方向

第３回 NPO/GCM交流フォーラム
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平成27年1１月４日（水）

理事長 周藤安造

ＮＰＯ法人広域連携医療福祉システム支援機構

主たる事業（定款）

１）広域連携医療福祉ネットワークシステムに関する研究集
会開催事業

２）広域連携医療福祉ネットワークシステムに関する研究分
科会活動事業

３）広域連携医療福祉ネットワークシステム構築事業
４）広域連携医療福祉ネットワークシステムに関するホーム

ページ事業
５）広域連携医療福祉ネットワークシステムに関する機関誌

の発行事業
６）広域連携医療福祉ネットワークシステムに関する研修会

開催事業
７）広域連携医療福祉ネットワークシステムに関する地域医療

ＩＣＴ人材育成事業
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ＮＰＯとＧＣＭの連携
• d
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GCM研究会とＮＰＯ法人との関係

• ＧＣＭは組織的には、ＮＰＯ法人「広域連携医療
福祉システム支援機構」の管理下に置き、ＧＣＭ
での研究成果が地域社会における社会貢献や
高度な医療福祉システムの普及に結び付くよう
互いに連携して活動する。

• 一方、ＮＰＯはＧＣＭとの緊密な連携のもとに地
域医療福祉に関するニーズの高い社会貢献
テーマについて必要に応じ産学でプロジェクトを
構成し、モノづくりに取り組むことが可能である。
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NPOの役割と使命の明確化
NPOはニーズとシーズを結ぶバブである
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ＮＰＯとＧＣＭの連携による主な活動実績

（１）研究集会の開催
産官学および医工連携により、研究集会を春と秋の年二回開催し、

広域連携医療福祉に関する研究交流を深めている。都合１２回開催
（２）物づくり、提案
医工学連携により、臨床ニーズを吸収し、システム提案やプロトタ

イプシステム試作し、臨床の評価を頂いた。
（３）NPO/GCM交流フォーラムの開催
２０１３年より開始。NPO、GCM間はじめ外部との交流を図るのが、

目的で、秋季に開催。
（４）研修会の開催
静岡県三島市医師会との連携により、三島市を中心に沼津市など

近郊の医師会所属の臨床医に対し、クラウドなど最新のＩＣＴについ
て２回の研修会を開催した。
（５）産学による事業化勉強会の開催
NPO主導で、GCM１２開催後、ヘルスケアと福祉ロボットの事業化

に向けたシステム検討会（勉強会）を２回開催した（東海大学病院、
東海大学工学部）。
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ものづくり実績事例

「肺がん検診CR読影」システム

システム提案実績事例 次世代クラウドデジタルヘルスＳＮＳ

概念図
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ヘルスケア事業への取り組み（１）
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その基盤技術として「医療クラウドネットワークシステム」の研究を進めてきたが、、以
下のシステムおよび技術を個々に発展させるとともに有機的に統合化することにより
２５年問題に向けた独自のヘルスケア事業構築に向け取り組む。

１．高齢者・障碍者医療福祉介護支援

日本は今後超高齢化社会を迎え、在宅医療福祉介護支援がますます重要となる。
我々は、これまでＧＣＭなどで蓄積したニーズとシーズを融合し、真に地域住民、特に
高齢者や障碍者の立場に立ちロボットなどの最先端技を駆使し、コストを押された使
い易いシステムを提案していく。

２．健康維持増進支援

２５年問題での重要な課題のひとつに総医療費の削減がある。それには健康寿命
の更なる改善が求められる。健康維持増進は在宅医療福祉と相互に緊密な関係を保
ちつつ２５年問題を解決するための両輪となって充実される必要がある

ヘルスケア事業への取り組み（２）
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（医療クラウドネットワーク）

高齢者・障害者

福祉（在宅と施設
との連携）

健康維持増進対
策

中核病院
大学病院

診療所

自治体
厚労省 地域医師会

介護施設

調剤薬局

ヘルスケアネットワークシステム
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ＮＰＯの役割
・
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交流⇒連携⇒協働
ＮＰＯ主催

ＧＣＭ研究会
交流フォーラム

次世代志向の
へルスケアシステム

大学

企業

シーズ側 ニーズ側

自治体
医師会

福祉介護
施設等

医療・福祉介護機関との連携（１）

• 自治体関係

品川区健康福祉事業部健康課

福祉部障害者福祉課

福祉部高齢者福祉課

三島市健康推進部健康づくり課

長寿介護課地域包括支援室

・大学病院 東海大学医学部
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医療・福祉介護機関との連携（２）
・医師会、診療所

品川区医師会

三島市医師会

・品川区介護施設

社会福祉法人福栄会晴楓ホーム

品川総合福祉センターかもめ園

中延特別養護老人ホーム

・平塚市介護施設

つるかめ訪問看護ステーション
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ＮＰＯの今後の方向と課題

１．「２５年問題」に向けたヘルスケア事業の推進
（１）高齢者、障害者福祉支援、
（２）健康維持・増進支援

２．外部機関との交流と連携

（１）地元医師会、品川区福祉部など
（２）福祉介護施設

３．広報活動の強化
（１）ホームページの充実
（２）出版事業への挑戦

４．活動資金確保
（１）寄付金公募活動
（２）科研費獲得など
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ご静聴、ありがとうございました。

入会のお願い

NPO法人「広域連携医療福祉システム支
援機構」(http://gcmwso.web.fc2.com/)の
活動を支援していただく方を求めています。


